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概要 

Abstract 

神経感染症（脳炎や髄膜炎など）の診断において、次世代シーケ

ンサーを用いたショットガンメタゲノム解析（mNGS）は、既存の

検査体制に革命的な変化をもたらす技術である。特定の病原体を

狙い撃ちにする従来の培養や PCR検査とは異なり、mNGSは脳脊

髄液などに含まれる全遺伝情報を網羅的に解読する。これによ

り、細菌、ウイルス、真菌、寄生虫といったあらゆる病原体を、

培養を介さずに一括して同定することが可能である。 

本手法の最大の真価は、従来法では「原因不明」とされていた難

治症例における探知能力にある。急性髄膜脳炎の半数近くは原因

が特定できないとされる中、mNGSは想定外の希少病原体（レプ

トスピラやアメーバ等）や培養困難な菌を検出し、治療方針の決

定に寄与することが実証されている。 

一方で、課題も存在する。高感度ゆえに環境汚染菌などの「ノイ

ズ」も検出してしまうため、真の病原体か否かの判定には臨床所

見との慎重な照合が不可欠である。また、検体中のヒト DNAの干

渉による感度低下や、高コスト、所要時間の長さといった制約か

ら、現状ではまず安価で迅速な既存検査を行い、診断に至らない

困難例への適用が推奨される。 

将来的には、ナノポアシーケンサーなどの新技術による迅速化

や、宿主免疫反応解析との統合により、感染症診療の質を飛躍的

に高めることが期待されている。 
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